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第 202回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『がん哲学外来』15周年 〜 『俯瞰性と顕微鏡性の訓練』 〜 

 

今年(2023年)は、2008年にスタートした『がん哲学外来』の15周年である。 

 

筆者は、医学部を卒業して、癌研で研究をスタートした。 その時の研究テーマは、肝発が

んであった。  化学物質による化学肝発がん、Ｂ型肝炎ウイルス（HBV）によるウイルス肝

発がん機構であった。 発がん研究は、山極勝三郎 (1863-1930) の『人工発がん』(1915)、

吉田富三 (1903-1973) の『肝がん創成』(1932) と日本国は世界的な業績がある(画像)。 日

本国は化学発がんの創始国である。 20世紀は『がんを作る』時代であった。 21世紀は『が

んを遅らせる』研究で再び、日本国は世界に貢献する時にあると思う。  

 

筆者は、アメリカ留学時代『遺伝性がんの父』Knudson(1989-1991)博士との出会いが与えら

れ(画像)、遺伝性がんの研究へと進み、その流れから発見した遺伝子が正常中皮細胞に発現

しおり、アスベストが原因で生ずる中皮腫の患者の血液で上昇することが判明した。 丁度

その時（2005 年）、クボタショックが起こった。 そして、順天堂大学で 我が国で最初の

『中皮腫外来』(2005年)を開設した。 患者の問診をした経験が『がん哲学外来』(2008年)

に結びついた。 自分の思いを超えた まさに『見えざる手の導き』を感じざるを得ない。 

 

『 がん哲学外来 の心得』の３ヶ条 

１）『他人の感情を尊敬することから生じる謙遜・慇懃の心』 

２）『濃やかな配慮』 

３）『欣然たる面貌、快然たる微笑』 

 

『 がん哲学外来 の役割』の３ヶ条 

１） 『先見性と器量の育成』  

２） 『俯瞰性と顕微鏡性の訓練』  

３）『個性と多様性の提示』  

 

まさに、『自分の力が人の役に立つと思う時は進んでやれ』の実践であろう。 
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